
2020 2 16（SUN）

ベルサール東京日本橋 ５階 Room４＋５
（東京都中央区日本橋２-７-１）

■ 主な対象：人文学・社会科学に関わる研究者・学生、事務職員、省庁関係者 等
■参加費：無料　■定員：１１０名（先着順）

開会挨拶 家 泰弘（日本学術振興会 理事）
来賓挨拶 原 克彦（文部科学省 振興企画課長）
事業説明 盛山 和夫（日本学術振興会「課題設定による先導的人文学・社会
 　　　　　    科学研究推進事業」事業委員会 委員長）
平成26年度「領域開拓プログラム」採択テーマ成果報告
 亀田 達也（東京大学 教授）
 溝上 智惠子（筑波大学 系長・教授）
平成27年度「実社会対応プログラム」採択テーマ成果報告
 佐藤 翔輔（東北大学 准教授）
 藤原 佳典（東京都健康長寿医療センター 研究部長）

 

第一部
13:00～15:20

第二部
15:35～16:50

パネルディスカッション
「本事業における人文学・社会科学の特性を踏まえた研究評価」

司　 　会 盛山 和夫
パネリスト 小泉 周（自然科学研究機構 特任教授）
 後藤 真（人間文化研究機構 准教授）
 山本 進一（大学改革支援・学位授与機構 研究開発部長）
 岸本 美緒（日本学術振興会 学術システム研究センター 副所長）
閉会挨拶 盛山 和夫

　本シンポジウムでは、「課題設定による先導的人文学・社会科学研究推進事業」の研究事例の成果を広く
発信することを通じて、採択研究テーマ関係者間の交流機会の創出と共に本事業に関する理解促進を図る。
　また、人文学・社会科学研究の推進に向けて、パネルディスカッションを行う。今回のテーマとしては、人
文学・社会科学の研究評価については、人文学・社会科学は研究開始から結論を導き、その結果をフィー
ドバックして検証していくための時間が自然科学系と異なり非常に長く、スローサイエンスとしての特性を
持っている等により、それに応じた評価指標やシステムを確立するべきであると議論されて久しいが、いま
だ重要な課題として各組織で検討されているところであることから、本事業における人文学・社会科学の
特性を踏まえた研究評価に向けた指標や評価システムの望ましい在り方について考え、人文学・社会科学
研究の振興の一助とする。

課題設定による先導的人文学・
社 会 科 学 研 究 推 進 事 業
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【事前申込み】 Webページよりご登録ください
https://www.jsps.go.jp/kadai/symposium/20200216-1.html

独立行政法人 日本学術振興会 研究事業部研究事業課
E-mail：h-s@jsps.go.jp　TEL：03-3263-1106,4645

■ 問合せ先■ 主催

「日本橋駅」Ｂ６出口直結(銀座線・東西線・浅草線)
「東 京 駅」八重洲北口徒歩６分（JR線）
「三越前駅」Ｂ６出口徒歩３分(銀座線・半蔵門線)
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